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内在と時間性一一「持続」概念の再検討に向けて(2)






























































































1) Cf. Jacques Maritain，“La philosophie bergsonienne" ， 2e ed.， 1954; in Oeuvres， Editions Saint-Paul， 
1984， tome 1， p.212 
2 )こうした吋時の論争については次を参照。 JeanMilet， Bergson et le cαlcul infinitesimal， PUF， 1974， pp.44幽























































































































































































































7) Alexis Philonenko， Bergson ou de la philosophie comme science rigoureuse， Cerf， 1994， P.312. 






































を示している。 PierreTrotignon， L'idee de vie chez Bergson et lαcritique de lαmetα:physique， PUF， 
1968，. PP. 545 -546. 
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内在と時間性一一「持続」概念の再検討に向けて (2) (杉山)






























































































































































































































































































量の加算」、「永遠が欠けていること pr討ationJ(1260， cf. M116)としてしか考えられなかった。
だがベルクソンは逆に、時間的継起をこそ積極的 positifなものとして考えねばならないと言ってい
たのである。つまり、彼にとって時間的継起は、本来継起とは無縁であり得たような存在が欠損を蒙っ















もの chosesqui changentはない。変化は支え supportを必要としないJ1381-1382という命題が述




























































































たJCGeorges Mourelos， Bergson et les niveαux de realite， 1964， p.207; cf. Gilbert Simondon， Du mode 
d'existence des objets techniques， 1958， p.58)と。力動性の導入、そしてそれを「地」という潜在性のただ中
に位置づけることー一一この点で、ベルクソンはそうしたゲシュタルト心理学の観点から分かれる。
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識は内的生を見るよりむしろ感じる Immanentea la vie interieure， elle [ニconscienceimmedi-




























































































































ではない。「自由」に対立するのはいつも「自動現象 automatismeJ 155， 156 (cf. 111; CII P. 281-



































































































































内在と時間性 「持続」概念の再検討に向けて (2) (杉山)
ものになるのである。
困難な問題である。自足したモナド的自我に、それでもなお外界が与えられているのはいかにして
か、という問題なのであるから。Ir物質と記憶」においてベルクソンが言うように、持続する私に世
界が与えられているという事態は「現実化された矛盾 contradictionrealiseeJ 339以外の何もので
もない。別の言い方をすれば、世界の存在は、常に両義的なものとして現れざるを得ないのである。
世界の存在をめぐって「観念論」と「実在論」が対立してきたのは偶然ではない。一方は世界の存在
を私の存在に従属させ、他方はその従属を拒む。だが、そのいずれも、世界の与えられ方そのものに
含まれる両義性の部分的な表現として理解されるだろうし、つまりはそれなりの真理を持った立場と
して考えられなければならない。実際、 「物質と記憶』のベルクソンは自説を観念論と実在論の中間
に位置づけ、つまりその限りで観念論と実在論双方を部分的に承認している。言い換えれば、 『物質
と記憶』は外界の存在を、その両義性をそのまま引き受ける形で、すなわち、 「内」でも「外」でも
ない、 「極限」の概念を用いて規定する。私の存在からのみ接近されつつも、しかしもはや私が私の
生として生きることのできないものとして、外界の存在を記述するのである。 I極限」概念が含む連
続性と非連続性の両義性一一結局ベルクソン哲学はこの両義性を超えることはなく、むしろこの両義
性によって外界の存在を規定することになるだろう。それ故に、外界の外在性を確保したのちも、ベ
ルクソン哲学は結局はきわめて内在主義的な哲学の相貌を捨て去ることがない。世界と自我とは程度
の差異以外のものによって断絶することなく、むしろ連続的かっ類同的なものであり続けるだろう。
私が世界の一局面であるのと同じ程度において、世界は拡張された私になる。 IIr創造的進化』の目的
の一つは、全体 Toutは私 mOlと同じ本性のものであり、私たちが全体を把握するのは、自分自身
をより完全に深めていくことによってなのだという、このことを示すことでしたJM7740 
( 4 )神の超越'性について。しかし自我に対する外在性は、以上のような外界のそれに尽きるもので
はない。 別の外在性がベルクソン哲学の中には存在するのであり、それは他者、あるいは優越的には
神に関して語られるものである。それは、自我という経験の拡がりの中に、その極限において/極限
として存在するよりもむしろ、それ自身において端的に存在するものの外在性である。これはある意
味ではベルクソン哲学全体に対して根本的な変貌をもたらし得る外在性である。もちろんベルクソン
哲学を超越性の不在の側面から積極的に引き受け敷桁する解釈は可能であるし、それは十分実り多い
ものとなるであろう。しかしベルクソン哲学のテクストに即して考察を続ける限りは、そうした内在
的哲学には回収できない、別の超越がそこには登場すると言わねばならない。特に『道徳と宗教の二
源泉』において露わになってくるのはまさにそうした事態である D そしてそこにおいては、持続の経
験とその極限に至るまでの拡がりに基礎を置く考察に加えて、そうした経験のさらに根源をなしうる
別種の経験が語られることになるだろう。持続の哲学は、その内部から「極限」としての外を探り当
てるばかりでなく、持続そのものの外部にさらに別のく存在〉を迎えることになるだろう。言い換え
れば、ベルクソンは、 「持続する私」そのものの根拠、自己性の根拠を問いただすことによって、外
界のそれとは異種的なある超越に触れ、存在論的な転回をもう一度行うのである。
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おわりに
私たちはベルクソン哲学において「私」がどのように理解されているかを辿ってきた。いまや私た
ちは「私は持続する、故に私は存在する」といった定式の内実を理解するに至っている。言ってみれ
ば、私たちは以上の考察を通じて、かつてのデカルト的な省察の道を模倣しているのである。デカル
トがまずコギトに到達したように、私たちもベルクソン的なコギトに到達するに至った。デカルトは
それを一つの段階としてさらに先に進むD 彼は省察の途上で神に、そして外界に辿り着くだろう。ベ
ルクソンも同様にして、 「持続する自我」から出発しつつ、外界や神に出会うことになるだろう。本
論は「ベルクソン的省察」の開始の試みであり、そして今、私たちはその最初の階梯を登り終えたに
過ぎないのである。
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